訓練課題（筆記解答）
筆記課題
「電気設備工事」
解　答
1． 真偽法
（１問２点）
	（１）
	（２）
	（３）
	（４）
	（５）
	（６）
	（７）
	（８）
	（９）
	（１０）

	○
	×
	○
	×
	○
	○
	×
	○
	×
	○

	（１１）
	（１２）
	（１３）
	（１４）
	（１５）
	（１６）
	（１７）
	（１８）
	（１９）
	（２０）

	×
	×
	○
	×
	×
	○
	○
	○
	×
	×

	（２１）
	（２２）
	（２３）
	（２４）
	（２５）
	（２６）
	（２７）
	（２８）
	（２９）
	（３０）

	×
	○
	○
	○
	○
	×
	×
	○
	×
	○


2． 多肢選択法
（１問４点）
	（３１）
	（３２）
	（３３）
	（３４）
	（３５）
	（３６）
	（３７）
	（３８）
	（３９）
	（４０）

	２
	４
	３
	２
	２
	１
	４
	３
	２
	２


	番号
	解答
	解説
	備考

	1
	○
	　
	　

	2
	×
	対地電圧は１５０Ｖで２００Ｖが得られるため広く用いられている。
	　

	3
	○
	　
	　

	4
	×
	　３０Ａ分岐回路のコンセントの定格電流は２０～３０Ａである。
	　

	5
	○
	　
	　

	6
	○
	　
	　

	7
	×
	支持点間の距離は、２．０ｍ以下である。
	　

	8
	○
	　
	　

	9
	×
	　低圧の電圧の有無を調べるのに用いる。絶縁抵抗はメガを用いる。
	　

	10
	○
	　
	　

	11
	×
	　Ｒ＝ρℓ／A。長さに比例し、断面積に反比例する。
	　

	12
	×
	　ＤＶ。ＣＶは架橋ポリエチレンケーブル。
	　

	13
	○
	　
	　

	14
	×
	単相3線式開閉器の中性線にヒューズを入れると、不平衡負荷の時にヒューズが溶断すると軽負荷の方の電圧が上昇して機器に損傷を与える。
	　

	15
	×
	　●Ａ
	　

	16
	○
	　
	　

	17
	○
	　
	　

	18
	○
	　
	　

	19
	×
	　Ｏ（ＯＵＴ）は屋外ユニット、Ｉ（ＩＮ）は屋内ユニットである
	　

	20
	×
	電技解釈第158条より合成樹脂可とう管相互、ＣＤ管相互及び合成樹脂可とう管とＣＤ管とは直接接続しないこととなっている。
	　

	21
	×
	住宅の屋内電路の対地電圧は、原則として１５０Ｖ以下である。
	　

	22
	○
	　
	　

	23
	○
	　
	　

	24
	○
	　
	　

	25
	○
	　
	　

	26
	×
	　放電の安定である。力率改善には進相用コンデンサを用いる。
	　

	27
	×
	　計器用変流器二次側は開放してはいけない。短絡した後に電流計をはずすこととなっている。
	　

	28
	○
	　
	　

	29
	×
	電技解釈第170条より屋内に施設する電球線にはビニルコードは使用できない。
	　

	30
	○
	　
	　

	31
	2
	　（１１）参照
	　

	32
	4
	　電磁接触器＋熱動継電器（サーマルリレー）
	　

	33
	3
	　（１）メガ　　（２）回路計　　（４）照度計
	　

	34
	2
	　電線の許容電流地に電流減少係数を乗じる。
	　

	35
	2
	　
	　

	36
	1
	　（２）実験盤　　（３）ＯＡ盤　　（４）制御盤
	　

	37
	4
	　
	　

	38
	3
	　（１）ＣＶ　　（２）ＯＷ　（４）ＩＶ
	　

	39
	2
	　
	　

	40
	2
	　３０Ａ～６０Ａ以下は、定格電流の2倍の場合4分以内に溶断。
	　


